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自律神経機能とその時間的推移を評価することを目的とした。 方法は、研究 1 と同様に、自記式質問
紙による自覚症状しらべ、および新版 State-Trait Anxiety Inventory (STAI)による不安度チェック、
および心拍変動解析による自律神経活動の変化を計測した。対象は産科医療施設で出産し、産後健診を





＜研究 1：出産後 1年までの女性に関する自記式質問紙による健康評価＞ 
主観的疲労感は 9 点満点で、平均 4.6 点で産後時期による有意差はみられなかった。平均訴え数は、
自覚症状Ⅰ群 4.3、Ⅱ群 2.7、3群 2.8で、Ⅰ〜Ⅲ群の合計は 9.8であり、先行研究で行われた介護職員
の夜勤明けのデータと比較すると、その値よりも高値となっていた。  
 自覚症状しらべの 30項目をもとに、各月間の症状により産後 1年間を 1か月，2か月，3か月移行に
分けて分析した結果、合計個数は 1か月 9.4個、7-11か月で 12.6個と、時期を経たことで増加した。
これまで産後 3 週間程度で「帯があける」「床をあげる」など、産後の身体症状が回復したとする風習
があるが、今回の研究結果を、江守ら（1987）、服部ら（2000）による先行研究の結果と合わせて考え













































平成 28 年 5 月 9 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
